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おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　

【とき】6 月 7 日㈮、7 月 5

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館１階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳のあかちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳のお子

さんと保護者 （年齢は目安）

【内容】赤ちゃんといっしょ

に、絵本やわらべうたで遊び

ます。本の紹介や、絵本相談

も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費】無料

【申込み】不要　　

４歳以上は
「土曜おはなしひろば」へ！
【とき】6 月 8 日㈯午後 2 時

30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子ども（お

となも可）

【内容】ストーリーテリング

( 素語り )「くわずにょうぼ

う」、絵本「まゆとおに」な

ど。ほかにもやまんば絵本を

いっぱい紹介します。15 分

前から昔の遊び「あやとりて

じな」もやっています

【定員】40 名（先着順）

【参加費】無料

【申込み】不要

土曜版・おはなしひろば
ぴよぴよ・てくてく

【とき】6 月 29 日㈯①午前

10 時 20 分から 30 分程度

（おはなしぴよぴよ）②午前

11 時から 30 分程度（おは

なしてくてく）終了後に子育

てに役立つ図書館見学を予定

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、1 歳の赤ちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳のお

子さんと保護者 （対象年齢は

目安、家族の参加も可）

【定員】各 20 組程度（先着順）

【参加費】無料

【申込み】不要

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！

【 と き 】6 月 1 日 ㈯、22 日

㈯午後 2 時 30 分から 30 分

程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【対象】0 歳からどなたでも

【内容】紙芝居ボランティア

グループ「拍子木」のみな

さんによる紙芝居会です

【定員】40 名（先着順）

【参加費】無料

【申込み】不要

★図書館（☎ 482-7766）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化

シリーズ：子どもの権利　　　　　　

子どもの相談と救済   ～身近なことを、身近な人と話すことから～　                                                      
　子どもには、相談をする権利、救済を受ける権利があり

ます。

　おとなは、子どもたちに「困った時は相談してください」

というメッセージを、いろいろな場所で発信していますが、

子どもたちには伝わっているでしょうか？

　身近に相談する場所があっても、子どもたちにとって「相

談する」という行為は、なかなかハードルが高いことのよ

うです。

   4 月に開催された人権啓発推進協議会記念講演で、住
すみとも

友

剛
つよし

さん（京都精華大学人文学部准教授）は、大学生であっ

ても「つらい」「しんどい」「勉強がわからない」等を素直

に話せる居場所が必要で、そのために研究室を提供してい

るとおっしゃっていました。学生たちは休憩時間に、時に

は食事をしながら、思いつくことをポツポツと語りはじめ、

たわいもない話をする中で「ここは安心して話をしていい

場所」「ここにいるおとなは信頼できる人」と実感してい

くそうです。身近なことを身近な安心できる人に話す経験

を積み重ねて初めて、いざという時の相談に結びつくので

あって、そういう経験なしに、いきなり本当につらい相談

をすることは困難だろうとのことです。また、日ごろから

おとなが弱音をはいたり、失敗したこと等を話したりする

ことも大切で、弱さを見せるモデルをみて「そんなふうに

言ってもいいんだ」と、自分の事を話すようになるそうで

す。

　学校の中で先生と子どもたちのいい関係はもちろんの

こと、学校の外にいる人で安心して話ができる人がいる

と、ますます子どもたちが住みやすい社会になると思いま

す。近所の駄菓子屋さんが、読み聞かせをしてくれる地域

の方が、スポーツの指導員の方が、登下校の見守りの方が、

子どもたちの話を聞いて、必要に応じて学校や市役所につ

ないでいく。地域の中に子どもたちがいろんなことを話せ

る場所をつくる。そんな町にしてみませんか。と住友さん

の話は締めくくられました。

　子どもたちは、話を聞いてほしいと思っています。家庭

はもちろんのこと、毎日のさまざまな場面で子どもと出会

うおとなは、子どもたちと話をしてください。聴いてもら

えた安心感は、本当に困ったときの相談につながります。

あなたのそばには、あなたの事を知りたいと思うおとな、

あなたの事を応援しているおとなが必ずいるということ

を、伝えていけたらと思います。

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局

（人権教育課☎ 483-3672 ／ FAX483-7306 ／

e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）　　
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